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はじめに

　山陰道（江津道路）は、島根県の江津市と浜田市

を結ぶ延長１４.５㎞の自動車専用道路として整備した

ものである。

　本道路は、平成元年度に事業に着手し、平成１２年

１２月からは、JH有料道路事業を加えた合併施工とし

て建設を進め、平成１５年９月２１日に開通した。

　

計画概要

　道路規格：第１種３級

　車　線　数：暫定２車線

　設計速度：８０㎞／h

　

事業の特徴

� 舗装の大半の工事に、近隣の三隅火力発電所から

発生する石炭灰を、下層路盤材（全体使用量３２,０００t）

として活用し、産業の枠を越えたリサイクルを行った。

� 高盛土箇所の比較的大きい内空断面を必要とす

る横断函渠にRCC（Rational-Compression-Condition）

カルバート工法（L＝１１０m）を採用した。鉄筋を用
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いず、躯体（板状のコンクリート版）の積み重ねの

構築と同時に盛土施工が可能で、工期短縮とコスト

の縮減を図った。全国で３例目であり、生コンクリ

ートのみ（他は主に転圧コンクリートを採用）によ

る工法では、全国で初めての試みである。

� 当地が万葉の歌人柿本人麻呂にゆかりの地であ

ることから「万葉の杜づくり」と称して、周辺の植

物群落と整合をとり、樹林化を目指した植生吹付け

や、万葉ゆかりの自生種を主体とした植栽を行って

いる。

� 道路内への小動物の進入防止を図るための柵や、

抜け穴となりがちなU型水路部の進入防止柵を設置

するなど、ロードキル防止に努めた。

� トンネルの面壁に、地元童画家による柿本人麻呂

やしまね海洋館アクアスのシロイルカをデザインす

るとともに、橋梁（神主橋、敬川橋）の桁色に、地

場産業である石州瓦（赤瓦）の色を用いる等、地域

の特色と道路景観が一体となるように配慮した。

事業の効果

　本路線は、終点で中国横断自動車道（広島浜田線）

とJCTにより直接接続し、東西方向のネットワーク

の拡大とともに、広島など山陽方面へも拡大され、

春夏のレジャーシーズンには、大幅な渋滞の緩和が

期待されている。浜田JCTから江津市に向かって 浜田JCT付近
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